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東
部
活
性
化
連
絡
協
議
会

二
月
二
十
四
日
　
三
原
市
大
和
町
「
白
竜
湖
リ
ゾ
ー
ト
」

　

今
回
で
二
十
六
回
を
迎
え
た
東

部
管
内
組
合
員
交
流
会
が
開
催
さ

れ
、
組
合
員
・
家
族
・
関
係
団
体

等
か
ら
四
十
二
名
が
参
加
さ
れ
た
。

　

今
回
の
幹
事
役
は
、
三
原
市
酪

農
振
興
会
と
世
羅
郡
酪
農
振
興
協

議
会
が
担
わ
れ
、
内
海
利
彦
さ
ん

の
司
会
進
行
で
進
め
ら
れ
た
。

　

開
会
で
は
、
東
部
活
性
化
連
絡

協
議
会
の
山
本
芳
紀
会
長
か
ら「
例

年
ど
お
り
開
催
で
き
て
感
謝
し
ま

す
。
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、

メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
た
方
の
コ
メ

ン
ト
を
聞
く
と
自
分
を
支
え
て
く

れ
た
方
へ
の
感
謝
を
述
べ
ら
れ
て

お
り
印
象
に
残
り
ま
す
。
我
々
も

日
頃
か
ら
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
、
日
々
頑
張
っ
て
行
き

ま
し
ょ
う
」と
感
謝
の
気
持
ち
に
触

れ
て
挨
拶
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
担
当
幹
事
を
代
表
し

て
新
舎
和
久
会
長
か
ら
は
「
こ
の

度
は
世
羅
と
三
原
の
合
同
開
催
で

す
。
本
日
は
お
忙
し
い
中
、
多
数

集
ま
っ
て
頂
き
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。東
部
事
業
所
は
倉
庫
と
な
っ

て
、
営
業
日
が
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
た
集
ま
る
機
会
を
通

じ
て
、
し
っ
か
り
交
流
を
楽
し
ん

で
下
さ
い
」と
歓
迎
さ
れ
た
。

　

岩
竹
重
城
組
合
長（
広
酪
）か
ら

は
、
改
正
畜
安
法
に
触
れ
て
、
平

成
三
十
年
度
か
ら
生
乳
出
荷
先
を

自
由
に
選
定
出
来
る
状
況
に
あ
っ

て
、
広
酪
の
組
合
員
全
員
と
生
乳

委
託
契
約
を
締
結
し
た
報
告
と
御

礼
、
四
月
一
日
か
ら
の
「
乳
量
デ
ー

タ
収
集
シ
ス
テ
ム
」の
運
用
開
始
に

伴
っ
て
、
集
乳
伝
票
の
乳
量
表
示

が
「
L
」か
ら
「
ｋｇ
」に
変
更
、
乳
用

牛
導
入
価
格
の
高
騰
か
ら
後
継
牛

確
保
を
懸
念
し
、
若
齢
預
託
牧
場

の
検
討
委
員
会
で
検
討
を
進
め
て

い
る
等
に
触
れ
て
の
挨
拶
が
あ
っ

た
。

　

交
流
会
で
は
、
コ
ッ
プ
に
注
が

れ
た
牛
乳
を
片
手
に
山
陽
乳
業

（
株
）の
砂
内
修
治
社
長
か
ら
、
日

頃
の
感
謝
と
経
営
状
況
に
触
れ
て

乾
杯
発
声
し
開
宴
と
な
っ
た
。
目

の
前
の
料
理
を
美
味
し
く
頂
き
な

が
ら
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
て
の
和

や
か
な
雰
囲
気
で
交
流
を
深
め
ら

れ
た
。

　

最
後
は
、
次
回
担
当
幹
事
と
な

る
福
山
地
方
酪
農
協
議
会
を
代
表

し
て
井
上
栄
一
さ
ん
が
万
歳
三
唱

を
行
い
、
次
の
再
会
を
約
束
し
閉

会
し
た
。

26回を迎える東部交流会　42名参加
牛乳でカンパ〜イ!!
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庄
原
市
酪
農
連
絡
協
議
会

二
月
六
日
　
庄
原
市
役
所
第
一
委
員
室

　

庄
原
市
酪
農
連
絡
協
議

会（
会
長　

向
田
康
浩
）は
、

管
内
の
酪
農
家
に
よ
る
畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
へ
の

参
加
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
を

進
め
る
に
あ
た
り
、
臨
時

総
会
を
開
催
し
た
。

　

会
員
三
十
一
名
の
内
、

委
任
状
を
含
め
て
二
十
二

名
の
出
席
が
あ
り
、
規
約

に
定
め
る
会
員
の
過
半
数

の
出
席
を
満
た
し
た
こ
と

か
ら
、
臨
時
総
会
の
有
効

成
立
を
宣
言
し
議
事
に

入
っ
た
。

　

議
長
に
は
、
向
田
会
長

が
あ
た
ら
れ
、
議
事
録
署

名
者
に
は
藤
岡
裕
士
氏
、

堀
内
宏
志
氏
の
両
氏
を
選

任
。
上
程
議
案
は
、
①
規

約
変
更
、
②
役
員
変
更
、

③
事
業
計
画（
案
）、
④
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画（
案
）の
原
案

を
承
認
し
た
。

　

こ
の
臨
時
総
会
で
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
の
承
認
を
受

け
て
、
平
成
二
十
九
年
度
補
正
予
算
に
よ
る
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
へ
の
参
加
会
員
に
か
か
る
対
応
が
可
能
と
な
っ

た
。

　

こ
の
事
業
で
の
取
り
扱
い
は
、
主
に
育
成
牛
舎
の
建
設
な

ど
ハ
ー
ド
面
に
か
か
る
取
り
扱
い
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

る
。 畜

産
ク
ラ
ス
タ
ー
対
応

市
連
絡
協
の
規
約
整
備

北
広
島
町
酪
農
団
体
連
絡
協
議
会

西
部
ミ
ル
ク
会

二
月
十
九
日
　
広
島
北
ホ
テ
ル

二
月
十
三
日
　
北
広
島
診
療
所
二
階
会
議
室

　

北
広
島
町
酪
農
団
体
連
絡
協
議
会（
会
長　

西
原

嘉
一
）の
主
催
に
よ
る
新
年
会
が
広
島
北
ホ
テ
ル
に

て
開
催
さ
れ
た
。

　

来
賓
に
は
、
広
酪
の
鈴
木
道
弘
専
務
、
河
井
克
行

衆
議
院
議
員
、
北
広
島
町
か
ら
農
林
課
課
長（
町
長

代
理
）、
町
議
会
議
長
、
議
員
、
そ
の
他
関
係
団
体

を
迎
え
、
会
員
あ
わ
せ
て
総
勢
三
十
二
名
の
出
席
が

あ
っ
た
。

　

開
会
挨
拶
に
た
っ
た
西
原
会
長
は
「
西
部
は
若
い

酪
農
就
農
者
が
多
く
、こ
の
力
に
期
待
し
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
、
来
賓
挨
拶

で
は
河
井
克
行
衆
議

院
議
員
よ
り
、「
酪

農
施
策
に
つ
い
て
は

非
常
に
注
目
し
て

お
り
、
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
を
含
め
た
楽
酪

事
業
や
ヘ
ル
パ
ー
事

業
も
の
活
用
を

－

」

呼
び
か
け
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
鈴
木
専

務
は
最
近
の
酪
農
情

勢
を
述
べ
た
後
、
乾

杯
へ
と
移
り
、
日
頃

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
つ

つ
、
会
員
、
関
係
団

体
と
の
交
流
を
深
め

ら
れ
て
い
た
。

　

西
部
ミ
ル
ク
会（
会
長　

砂
子
靖
子
）は
、
恒
例
の
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
開
き
、
講
師
に
は
、
北
広

島
町
在
住
で
花
卉
生
産
者
の
岡
広
勲
さ
ん
を
招
き
、
会
員

六
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

　

会
員
は
、
講
師

の
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
優

し
く
丁
寧
に
春
花

を
生
け
ら
れ
た
。

　

当
日
、
や
む
を

得
ぬ
所
用
か
ら
不

参
加
と
な
っ
た
会

員
の
皆
さ
ん
の
も

と
へ
と
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

し
た
作
品
を
お
届

け
さ
れ
た
。

新
年
会
～
若
い
力
に

期
待
し
て
～

優
し
く
丁
寧
に

『
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
』


